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Washington州投票要約： 

上院協同決議案第 8200号 
 

選挙日：2019年 11月 5日 
 

投票名称（投票用紙に記載される名称）：  

議会は緊急時の立法権に関する憲法修正案を提案しました。本法案は、議会が州や地方

政府の運営存続を確保するために特定の緊急措置を取る緊急時に「大惨事」を加えるで

しょう。 
 

本法案は、敵の攻撃だけでなく大惨事に関することが州に起きる期間や事件を含むため

に政府の存続法令（COGA）を修正します。 
 

本憲法修正案を [ ] 承認 [ ] 拒否 します 
 

背景： 

有権者は、敵の攻撃が起きたときに非常権限を加えるために 1962年にWashington州の

憲法への修正を承認しました。州憲法第 II条第 42項では、議会が「…選挙または指名に

より任命されたにかかわらず、公務員の権限と義務の性質が何であろうと、迅速かつ暫

定的な後継者を提供する法律を制定する…議会は同様に、当該緊急事態中に政府の存続

的運営を確実にするために、必要かつ適切とされる場合は当該その他措置を制定できる」

と認めています。本修正は自然災害に適用するためにこれらの権限を拡大します。 
 

本修正案を提案する議案へのコンパニオンである上院議案第 5012 号は、修正案が可決

されると発効されます。本コンパニオン議案は大惨事をすべての自然または人的原因の

事故として定義しています。 
 

賛成意見： 

本修正案への支援者は 1962 年の懸念に対応した当時の修正案と指摘しています。それ

ら懸念には現在、潜在的な地震から大惨事になる可能性が大いにあるという認識が含ま

れます。カスケード沈み込み帯には Washington 州沿岸全体が含まれ、バンクーバー島

の北から CA 州 Mendocino 市にも及びます。ここは地震地帯です。もし地震が起きたら、

政府が機能できることが重要です。 
 

反対意見： 

本修正案への反対者は存在しません。 
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